
名古屋市立大学・大学院芸術工学研究科・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２３９０３

挑戦的萌芽研究

2017～2016

「経験知」としてのライフヒストリーを基盤とする新たなデザインプロセスの創造

Creating considering the new design method focusing life-history as a practical 
study

３０５５７２２８研究者番号：

板垣　順平（ITAGAKI, JUMPEI）

研究期間：

１６Ｋ１２６７９

平成 年 月 日現在３０   ６ ２６

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題では，これまで大学の演習や中山間地域の実課題の解決に向けた取り組み
など，実践の場において，経験知を手がかりとしたデザインプロセスの検証を行なってきた．また，これら研究
の成果や課題については，適宜，国内外の学会やシンポジウムの場において発表した．
また，本研究の総括として，第２年目に，国内の様々な領域の若手研究者14名を招聘した若手研究シンポジウム
「地域×研究×実践」を開催した．

研究成果の概要（英文）：In this assignment, We attempt the new design process focusing life-history 
of the target people or project to the class in our university and regional problems as a practical 
studies. We presented a considering and prospecting  about our assignment at an academic conference 
and international symposium.
Then, we held the symposium with young researchers in the several fields research as a inclusiveness
 of this assignment.

研究分野： デザイン学，デザイン人類学

キーワード： 経験知　デザイン人類学　フィールドワーク　ライフヒストリー
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様 式

１．研究開始当初の背景
 近年，デザインの領域において人間中心設
計の開発思想が主流となっている．
的プロセスとして注目を集めているのが民
族誌学的なアプローチを試みようとするエ
スノグラフィックリサーチである
ラフィックリサーチは
ロアルト研究所やデザインファームの
をはじめ
既に導入されている
プローチはユーザー経験の理解を深めるた
めの有効なツールとなり得る
ノグラフィックリサーチもユーザーが製品
を手にしてから展開される経験や感情を検
証するための補助的な作業にとどまり
ザー経験の基層となる個人が生まれてから
受けた教育課程や様々な実体験（ライフヒス
トリー）は熟慮されているようには見えない
 他方
文化人類学や生態人類学といったヒトを研
究する領域では
できない身体経験やモノに対する価値観
常的な行為の中で生
な知識に対する関心が高まりつつある
 こうした学術的な背景をもとに本研究で
は，ユーザーの身体の動きやくせ
モノに対する価値観といったライフヒスト
リーから経験的な知識「経験知」として抽出
し，ユーザー経験にこの「経験知」が及ぼす
モノとの相互交渉を検証することによって
新しいデザインプロセスの創造につながる
という着想に至った
 
２．研究の目的
 本研究
活動拠点
具体的な実験装置や実験の検証にもちいる
ガイドラインを完成させる
験を繰り返しながら実験装置やガイドライ
ンのブラッシュアップを図り
ータ収集を継続的に実施しながら「経験知と
モノ」のインターフェイスの構築を目指す
本研究計画では
験とモノに対する価値観の２つの領域に分
け，それぞれに異なった検証手法によってデ
ータを収集する
ストリーのデータを分析して「経験知」の抽
出を図る
 
３．研
 本研究が扱うのは
デザインの関連領域となる物質文化研究や
技術研究が取り上げるような
は文章化されにくいユーザーのライフヒス
トリーである
する価値観を「経験知」として抽出し
思想に導入した新たなデザインプロセスの
基盤をつくりあげる
にパロアルト研究所の研究員ルーシー・サッ
チマンが導入し

式 Ｃ－１９

１．研究開始当初の背景
近年，デザインの領域において人間中心設

計の開発思想が主流となっている．
的プロセスとして注目を集めているのが民
族誌学的なアプローチを試みようとするエ
スノグラフィックリサーチである
ラフィックリサーチは
ロアルト研究所やデザインファームの
をはじめ，多くの企業や研究者らのあいだで
既に導入されている
プローチはユーザー経験の理解を深めるた
めの有効なツールとなり得る
ノグラフィックリサーチもユーザーが製品
を手にしてから展開される経験や感情を検
証するための補助的な作業にとどまり
ザー経験の基層となる個人が生まれてから
受けた教育課程や様々な実体験（ライフヒス
トリー）は熟慮されているようには見えない

他方，本研究に関連する先行研究として
文化人類学や生態人類学といったヒトを研
究する領域では，
できない身体経験やモノに対する価値観
常的な行為の中で生
な知識に対する関心が高まりつつある

こうした学術的な背景をもとに本研究で
ユーザーの身体の動きやくせ

モノに対する価値観といったライフヒスト
リーから経験的な知識「経験知」として抽出

ユーザー経験にこの「経験知」が及ぼす
モノとの相互交渉を検証することによって
新しいデザインプロセスの創造につながる
という着想に至った

２．研究の目的 
本研究においては

活動拠点，研究体制の整備をおこなったのち
具体的な実験装置や実験の検証にもちいる
ガイドラインを完成させる
験を繰り返しながら実験装置やガイドライ
ンのブラッシュアップを図り
ータ収集を継続的に実施しながら「経験知と
モノ」のインターフェイスの構築を目指す
本研究計画では，
験とモノに対する価値観の２つの領域に分

それぞれに異なった検証手法によってデ
ータを収集する．
ストリーのデータを分析して「経験知」の抽
出を図ることを目的としている．

３．研究の方法 
本研究が扱うのは

デザインの関連領域となる物質文化研究や
技術研究が取り上げるような
は文章化されにくいユーザーのライフヒス
トリーである．そこから身体経験やモノに対
する価値観を「経験知」として抽出し
思想に導入した新たなデザインプロセスの
基盤をつくりあげる
にパロアルト研究所の研究員ルーシー・サッ
チマンが導入したテクノロジーの世界にエ
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１．研究開始当初の背景 
近年，デザインの領域において人間中心設

計の開発思想が主流となっている．
的プロセスとして注目を集めているのが民
族誌学的なアプローチを試みようとするエ
スノグラフィックリサーチである
ラフィックリサーチは，アメリカの
ロアルト研究所やデザインファームの

多くの企業や研究者らのあいだで
既に導入されている．確かに民族誌学的なア
プローチはユーザー経験の理解を深めるた
めの有効なツールとなり得る
ノグラフィックリサーチもユーザーが製品
を手にしてから展開される経験や感情を検
証するための補助的な作業にとどまり
ザー経験の基層となる個人が生まれてから
受けた教育課程や様々な実体験（ライフヒス
トリー）は熟慮されているようには見えない

本研究に関連する先行研究として
文化人類学や生態人類学といったヒトを研

，実態として取り出すことが
できない身体経験やモノに対する価値観
常的な行為の中で生成される経験的・実践的
な知識に対する関心が高まりつつある

こうした学術的な背景をもとに本研究で
ユーザーの身体の動きやくせ

モノに対する価値観といったライフヒスト
リーから経験的な知識「経験知」として抽出

ユーザー経験にこの「経験知」が及ぼす
モノとの相互交渉を検証することによって
新しいデザインプロセスの創造につながる
という着想に至った． 
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具体的な実験装置や実験の検証にもちいる
ガイドラインを完成させる．その後
験を繰り返しながら実験装置やガイドライ
ンのブラッシュアップを図り
ータ収集を継続的に実施しながら「経験知と
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技術研究が取り上げるような
は文章化されにくいユーザーのライフヒス

そこから身体経験やモノに対
する価値観を「経験知」として抽出し
思想に導入した新たなデザインプロセスの
基盤をつくりあげる．そのため
にパロアルト研究所の研究員ルーシー・サッ

たテクノロジーの世界にエ

Ｆ－１９－１，Ｚ－１９

近年，デザインの領域において人間中心設
計の開発思想が主流となっている．その実証
的プロセスとして注目を集めているのが民
族誌学的なアプローチを試みようとするエ
スノグラフィックリサーチである．エスノグ

アメリカの Xerox
ロアルト研究所やデザインファームの IDEO

多くの企業や研究者らのあいだで
確かに民族誌学的なア

プローチはユーザー経験の理解を深めるた
めの有効なツールとなり得る．しかし，エス
ノグラフィックリサーチもユーザーが製品
を手にしてから展開される経験や感情を検
証するための補助的な作業にとどまり，ユー
ザー経験の基層となる個人が生まれてから
受けた教育課程や様々な実体験（ライフヒス
トリー）は熟慮されているようには見えない
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験を繰り返しながら実験装置やガイドライ
ンのブラッシュアップを図り，検証実験とデ
ータ収集を継続的に実施しながら「経験知と
モノ」のインターフェイスの構築を目指す

ライフヒストリーを身体経
験とモノに対する価値観の２つの領域に分

それぞれに異なった検証手法によってデ
収集したライフヒ

ストリーのデータを分析して「経験知」の抽
ことを目的としている． 

類学のなかでも
デザインの関連領域となる物質文化研究や
技術研究が取り上げるような，言語化あるい
は文章化されにくいユーザーのライフヒス

そこから身体経験やモノに対
する価値観を「経験知」として抽出し，開発
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IDEO
多くの企業や研究者らのあいだで

確かに民族誌学的なア
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エス
ノグラフィックリサーチもユーザーが製品
を手にしてから展開される経験や感情を検

ユー
ザー経験の基層となる個人が生まれてから
受けた教育課程や様々な実体験（ライフヒス
トリー）は熟慮されているようには見えない． 

本研究に関連する先行研究として，
文化人類学や生態人類学といったヒトを研

実態として取り出すことが
，日

成される経験的・実践的
 

こうした学術的な背景をもとに本研究で
しぐさ，

モノに対する価値観といったライフヒスト
リーから経験的な知識「経験知」として抽出

ユーザー経験にこの「経験知」が及ぼす
モノとの相互交渉を検証することによって，
新しいデザインプロセスの創造につながる

研究手法ならびに研究
研究体制の整備をおこなったのち，

具体的な実験装置や実験の検証にもちいる
予備実

験を繰り返しながら実験装置やガイドライ
検証実験とデ

ータ収集を継続的に実施しながら「経験知と
モノ」のインターフェイスの構築を目指す． 

ライフヒストリーを身体経
験とモノに対する価値観の２つの領域に分

それぞれに異なった検証手法によってデ
収集したライフヒ

ストリーのデータを分析して「経験知」の抽

類学のなかでも，
デザインの関連領域となる物質文化研究や

言語化あるい
は文章化されにくいユーザーのライフヒス

そこから身体経験やモノに対
開発

思想に導入した新たなデザインプロセスの
年代

にパロアルト研究所の研究員ルーシー・サッ
たテクノロジーの世界にエ

スノグラフィーを応用したような研究手法
とは異なる
ゆる行為のなかで培われてきたユーザーの
動きやモノの扱い方
体経験と
教育課程
きたモノに対する価値観を「経験知」として
抽出し
うとする試みに斬新性がある
験知」がユーザビリティ評価やユーザーエク
スペリエンスといった人間中心設計の開発
思想に及ぼす影響を検証し
理解するための新たな要素としてデザイン
プロセスに導入する点にチャレンジ性があ
る．
 なお，具体的な研究プロセスは以下の通り
である（表１）．
 

 
４．研究成果

 
 ユーザーのライフヒストリーと経験知の
抽出について，これまで，
的に
や研究に必要な備品，実験装置，実験環境な
どを精査した．また，ライフヒストリーと経
験知の相互関係を明らかにするための理論
構築を目指すにあたり，兵庫県篠山市におい
て，アイマークレコーダーを使った農産物の
選別実験を行った．この実験では，選別に個
人差が生じやすいヤマノイモを対象として，
４人の選別者らを対象に，
の選別の様子を時間，視点，動作等に着目し
ながら観察した．その結果，選別のマニュア
ルは設定されているものの，選別の判断には，
選別の経験年数よりも選別の指導者の
が強く反映していることが明らかになった．
また，対象物を認識する視点は，先ずは中心
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動きやモノの扱い方
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スペリエンスといった人間中心設計の開発
思想に及ぼす影響を検証し
理解するための新たな要素としてデザイン
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